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皆様には、幸多き新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。
旧年中は大変お世話になりまして、まことにありがとうございました。
本年もよろしくお付き合いいただけますよう、お願い申し上げます。

Degital Denture Start Up in Japan 2020
技工部義歯課

REPORT

デジタルデンチャーのイベント、「Digital Denture Start Up in Japan 

2020｣を受講しましたのでレポートまとめます。

当イベントは株式会社バイテック・グローバル・ジャパン主催の下、コロナ禍の状

況においてZOOMを利用したリモート受講の形で2020年12月に開催されま

した。デジタルデンチャー最前線で活躍されている教授たちがデジタルデン

チャーの現状と将来の展望を語られたことで、義歯製作に関わっている義歯課の

一員として、非常に意義のある内容でした。

アメリカ 南カリフォルニア大学の准教授であり、3Dプリントデンチャーのトップ

企業であるアメリカのDENTCA（デンカ）社の創業者である、Dr. Tae Hyung 

Kimの講演によると、氏はすでに2011年頃より完全な3Dプリントによる義歯

の計画を行っており、それが実際に患者に供与されたのは2012年とのことで

す。ZOOMの画面上で見た限りでは綺麗に仕上がっている様に見えました。今

回、臨床・技工のデモンストレーションも行われ、最新の技術動向や臨床活用のヒ

ントをいち早く体感させていただくことが出来たと感じています。

これからますます隆盛を極めると目されている、3Dプリント技術によるデン

チャーの製作は国内でも普及していくものと思われます。足セラでも、3Dプリン

ターの導入は進んでおりますので、これらをフルに活用することで医院様からの

期待に応えていければと感じました。

DENTCA（デンカ）社の創業者である、Dr. Tae Hyung Kimの講演

DENTCAトレーを利用した印象・咬合採得の様子も見られた。
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Vol43.44号と続けて掲載しましたチタン冠に関す

るアンケート結果について、参考になったとの声を多

数いただいております。アンケートにご協力いただき

誠にありがとうございます。

さて、そんな話題のチタン冠ですが「除去するのが心

配」との声を多くいただいています。その点について

足セラ一同も大変気にしてはいたものの、治療には

携われないため実際に試すわけにはいかず「いつも

のポイントで削れば大丈夫じゃないですか？」「どうな

んですかねー？」と申し訳ない程に曖昧な回答になっ

ていたと思います。

そこで、技工所で出来る範囲となりますが、模型上で

検証してみましたので、ここにご案内いたします。

チタン冠外せるか？
試してみた
営業部
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レジン製の模型に、医院様に

て使用頻度の高いと思われる

セメント材、「スーパーボンド」

と「パナビア」の2種類を用い

てチタン冠を接着することで

口腔内の状況を簡易的に再現

してみました。

懸念していたバーの消耗はさほど気になるほどではありませんでした。

未使用状態 1分使用

支台歯への影響を最小限に切削したところ、全除去に掛かった時間はおよそ1分でした。

一般的なカーバイトバー（エアータービン回転数32,000min  ）を用い切削開始です。-1

チタン冠をセットした状況を再現

医院にある機器類で除去

時間計測

バーの磨耗状況確認

スーパーボンド
サンメディカル

パナビア
クラレノリタケ

step１

step2

step3

step4

チタン冠専用のバーがないため、ジルコニア用のバーが良いのかな？ などの声もありましたが、

弊社の環境では、パラ冠のバーで問題なく除去できました。

※弊社の環境にて模型上で試験したため、口腔内での作業結果と差が出る可能性があります。

結果



ノン・クラスプデンチャーノン・クラスプデンチャー

サンプルあります。ご相談ください。

素材のポリプロピレン（PP）は、比重１以下と非常に軽量で

柔らかく口当たり良く、吸水率0.01％以下のため変色や

臭いの染み付きがほとんどありません。また、熱可塑性の

ためリペアや増歯が可能な素材です。 

審美性

弾力性

耐久性

低吸水

その他

デュラフレックスは水に浮かぶほど
比重が軽く、口当たり柔らか。
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柔らかく、リペア可能な
ノンクラスプデンチャーの素材、
デュラフレックス新導入
営業部

新型コロナウイルス感染症に対する、弊社の対策。
弊社では、新型コロナウイルスの感染拡大をうけ、お客様及び弊社従業員の健康維持、そして事業維持のために下記の取り組みを行っております。

社内及び外出先でのマスク装着を徹底。

従業員は朝晩に検温し、その結果を報告、37.0℃以上の場合は自
宅待機要請。

次亜塩素酸水を全従業員に配布し、職場や家庭内での手指消毒の
奨励。

訪問時はマスク着用で訪問、その前後に次亜塩素酸水による手指
消毒。

お預かりした技工物を次亜塩素酸水により消毒。

社内の窓、ドア等を開放することで換気。

出張、及び不特定多数が集まるセミナー等への参加を原則禁止。

歯科医院への立ち会いを禁止。

業務によるセミナー開催を中止、もしくは延期。

来訪者へ次亜塩素酸水による手指消毒の協力をお願い。

来訪者に検温の協力をお願い。

文化の香り漂う街並みの足利市に、時代を牽引す

る喧騒の渋谷スクランブルが存在するなんて、新

たな文化が生まれて行くのを間近に見られる様な

何とも面白い話です。

次号は何にしようかと第二回目にして早くも悩み

初めていますが、次号は「健康を気にするなら足利

市へ！」です！ つまらなかったらごめんなさい。

知る由もありませんが、道路標識や看板、落書きな

どの汚れ、破損状態もリアルに再現されていると

のことです。セットは屋外にあるため実際に車を走

らせることが可能で、周囲は合成処理の為にグリー

ンスクリーンが設置されています。

2020年10月にはNETFLIXで話題になった山田

孝之主演の「全裸監督」続編の撮影が、3日間に渡

りここで行われました。この巨大セットは、複数の映

画やドラマの中で本当のスクランブル交差点では

困難なシーンを撮影するために設置され、撮影後

に解体予定だったのですが、その後、もったいない

ので他の撮影でも使ってもらおう！ ということで存

続が決定されたようです。何とも映画の街っぽいエ

ピソードです。

このセットは「足利スクランブルシティスタジオ」の

ホームページ(https://ashikaga-scramble.com/)で

詳細が確認できます。残念ながら関係者以外の入

場は出来ませんが、一日50万円で借りられるんで

すね、その気になれば現実的なお値段です。

どなたか「渋谷スクランブル交差点で路上パーティ 

in 足利」みたいなイベントを開催し、良かったら私

も招待してください（笑）。

足利のいいところ言いたい、もっと言いたい、早く

言いたい！…というわけで「映像のまちあしかが」と

銘打ちロケ地として足利市の存在感が増している

ことは前回お伝えした通りで、今回も引き続き映画

ネタとなりますが、これだけは言いたい！

…足利市にはあの、渋谷のスクランブル交差点が

存在する！　…おいおい唐突に何言ってるんだ、で

すよね。でも本当なんです。これは渋谷のスクラン

ブル交差点をとことんリアルに再現したもので、足

利日本赤十字病院に隣接する五十部(よべ)運動公

園内に、映画撮影用に設置された巨大セットなので

す。実際のスクランブル交差点がどの様なものか

　

渋谷スクランブ
ル交差点を再現
した巨大セット。
汚れや落書きも
再現されている。

足利に渋谷のスクランブル交差点！？

画像引用：「足利スクランブルシティスタジオ」より

足
足利

だからセラ

ところ紹介。
のイイ!!

足利市民 遠藤隆雄
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